


















 
  

 【調査結果】 
      ○ 訪日外国人消費動向調査（観光庁）結果によると、日本滞在中にあると便利な情報として、無料公衆無線LAN環境の整備が１位 

   
 
    ○ 総務省では、複数の無線LANネットワークでの接続が可能か実証試験を行ったところ。また、関西広域連合に参加している徳島県は、関西 
    エリアの地方公共団体間で認証連携に向けた取組を進める予定 
  
 【今後の課題】 
   ◎ 無料公衆無線LAN環境の整備については、訪日外国人旅行者の受入に向けた四国ブロック連絡会議において、引き続き、アクセスポイン 
     トの増加等を重点的に検討し、面的整備を行う必要あり 
 
   ◎ 認証連携については、現在、進められている総務省の認証手続一元化に係る実証試験結果を見極めた上で、徳島県が参加している関西 
    広域連合の動きも注視しつつ、四国管内での認証手続の一元化について、検討していくことが望ましい  

7 その他 
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無料公衆無線LAN環境の整備 

通訳案内士制度 

 【調査結果】 
    ○ 通訳案内士制度が創設されて60年以上が経過。規制改革に関する第４次答申（平成28年５月19日 規制改革会議）において、通訳案内 
     士の業務独占規制を廃止し、名称独占のみ存続との結論 
       
    ○ 通訳案内士に対する意見聴取結果からみると、四国を訪れる外国人旅行者は日本の原風景や自然などに関心を持っており、同行した通訳案内 
          士に様々な質問をして地域の文化や暮らしを理解しようとしていることが伺える。 
 
 【今後の課題】 
        ◎ 訪日外国人旅行者と行動を共にする通訳案内士によって、日本に対するイメージが大きく影響 
 
        ◎ 通訳案内士には、訪日外国人旅行者の訪日目的、日本に対する理解度等に応じた対応力とともに、日本の文化などに関する幅広い知識とそれ 
           を正しく伝えることができる語学力を持つことが必要 
 
        ◎ 以上の点を参考に、通訳案内士制度の見直し案が取りまとめられることが望ましい 

報告書 P30～33、187～191   

報告書 P34～37、192～197   

○ アクセスポイントの増加等の面的整備に加え、事業者の垣根を越えてシームレスに公衆無線LANに接続できる認証連携の仕組みの構築 
  も課題 

○ 観光庁では、規制改革会議の結論を踏まえ、現在、通訳案内士制度の具体的な見直し案を取りまとめ中 


